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京都大阪奈良神戸塚大津の

基盤構造についての夢想

⑥

散官大夫

縮尺5万分の1の高野山図幅は昭和34年に刊行せら

7高野山かられたもので一見すればさすカミにG･Sの図幅のうち

優れて正直なものの一つであることがわかる.なかで

1.高野山図幅もよいことはその正直さと真面目さとが図幅の上に

大阪平原下の基盤榴曲を夢想するに当ってその周縁でていることでこういう図幅をでカミかりにして夢

の地質から攻めてきた.高野山はその南縁をなしや想をはせることは楽しいことだ.これらの一般的な評

や踊っているが中央構造線がその北を通っていて見論は他日することとしとりあえず次の3点につい

逃せ放い処である.幸いここには平山健･神戸信和て吟味することにしたい.

の｢高野山図幅｣田中元之進の｢和歌山県高野山附近

における三波川系･御荷鉾系･秩父系の相互関係なら1)岩畷の配列が造る地質平面図上の弧の型

びに三系間の境界について｣江原真伍の｢高野山押出とこれを切る断裂について

しと南海道地震｣の三論文があるのでこれらについてこの図幅内で見られる岩層の配列がつくる弧はSま

学びたい.たはSEに凸面を向けた(に向って弓をひいた)きわ

めてゆるやかなものである.

私がG･Sに入った当時(昭和15年)はG･Sの変断裂にはほぼ岩層の配列がつくる弧に平行するかあ

動期で新しい人がどんどん入ってきた.これらの入るいは弧とわずかに斜交するものと岩層の配列がつく

をG･Sマンとして役に立てるために若い人もる弧と直角に近い角度をもって交るものとがある.

年いった人も鉱床の専門家も化石の専門家もまず後者の多くは前者を切断しているから新しいもので

図幅を作らせていた.これは時局に具えてとりあえ北微東行するものが多い.富貴断層はその顕著なもの

ず何でもできる地質技術者を速成し非常識な鉱量を計である.前者は後者に切られているから後者より古

算して広い社会の物笑にたらぬようにするためだっいもので恐らくは福曲運動にともなってできたもの

たらしい.従来こういうことは大学などで学者生活であろう.東微北行するものが多く御荷鉾構造線と

をしてきた人達の中にはありがちのことであった.称するものはその顕著なものであろう.北西ないし

それで本来の図幅そのものに没頭しているような人は酉微北行するものも榴曲運動に伴ってできたものらし

少なかった.もっともそういう人はい狂いではなかっくはじめ東微北行するものと一連のものであったものが

たが時局の要請に追われて図幅を顧みる隙も祖く現在の配置に怒ったものと解釈したい.さらに想像が

また図幅にはタッチしていなかった.こうしてG･Sゆるされるならばこの一連の断裂は衝動であるらしい.

も戦争に突入し健康で勇気のある者は外地に進出しもちろんこの衝動面は急で60度を下るということはな

図幅は事実上壊滅してしまった.戦後も図幅のでき在いから衝動そのものは大なるものとは思われない.

いような事態がつづきこれが復活したのは昭和30年しかしこういう衝動の]つ一つを総合すればこの地帯

頃であったと思う.図幅調査は全く地味な仕事で野にはじめ覆瓦構造が(あるいは鱗状構造Schupp･n

外では一人で歩き尋ねてくる人も｢そこが違っていStructur)できかかっていたものがその後の地殻運動

ると文句をいいにくる者ばかりだ｣と語り合ったもによって現在の姿となったものと解釈せられぬこと

のだが復活した図幅はそうばかりでもなく大学がともない.｢環根尾断層地質図｣で根尾断層の北東部の

くに推選した秀才も加えたからその専門に適したフイ地塊の岩層の配列が南西に凸面をむけたゆるい弧を

ルドを与え作った図幅と関連のあるフィルドを次々なしそれを切断する北西行する断層と西微北一東酉一

と与え研究や総合をする便も与えて本人の勉強しだ東微北行する衝動とがモザイクをなしている.根尾

いでは大学に残ると変らぬようにもしていたらしい.地質図を90｡廻転すれば高野山図幅の南東半の岩層と

平山はこういう良き環境を与えられたエリｰトの1人で断層の配列にひじょうに似てくる.環根尾断層地質

あると聞いている.構造図ではNE付する断層を衝動として表してはいない�
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が今は逆断層に近い衝動と考えている.根尾は内帯で

あり高野山は外帯であるから地質構造はもちろん大

きく相違したとえば根尾断層では根尾断層に向かっ

て西南と北東から衝動しているが高野山では北か

ら南への衝動ばかりである.根尾断層ではこれを起上

によるものと解釈し他の力を必要とし衣かったが高

野山では起上だけでは説明カミつかないものがある.

これについては江原の｢太平洋論｣を後章で考えたい.

2)地質平面図の岩層の配列が渦巻をなす

個所があるか

地質平面図上で岩層の渦を巻くところは多くの場

合背斜あるいは向斜の中心を示すものであって譲れ

にもわかり易いことはいうまでもたくいわば名実とも

に地質の目玉である.しかし地質図に完全恋目玉

があることは稀で背斜あるいは向斜の存在は半渦巻

･楕円･馬蹄型･岩層のUタｰンなどの不完全な目玉

で露われることカミ多い.それでもこれら目玉の露われ

た地質図は幸運に忘れた地質図である.なぜならば

これら目玉は多くの場合福山と同様に堆積との関係

が深いからである･目玉を構成する岩石によって堆

積の環境まで推定できることがある.古生層中の石

灰岩･輝緑凝灰岩(グリｰン･ロック)などは堆積当

時の海中の地背斜の存在を示すものとして重要である.

目玉を中心とした同心円または同心楕円内の岩層は同

時堆積を示すものである.また岩層が目玉を中心とし

てその半分が消失することがあるがこれは堆積の転

換をあらわすものであって交指現象カミ起こりはじめて

いると考えてよい.目玉にはこういう現象を示すよう

な岩層カミなくとも祖おかつ重要である.なぜたらば

目玉の存在は背斜･向斜の一番確かな証跡であって

目玉をめぐる岩層がその傾斜の如何にかかわらず同時

堆積のものであることカミ動かし難いからである.地

質平面図上に露われる形体は全く目玉(渦巻･同じ円

･楕円･半円･Uタｰン)と同一であるが背斜･向斜

と全く関係のないものがあるから注意しておく.

それは傾斜のゆるやかな地層カミ独立丘を切っている場

合に画く岩層の切峯面の軌跡である.ごういつ土しま

えば馬鹿丁寧なことをいうと思われるカミ事実には

石油･石炭などの探鉱家以外の地質学者は気付かない

場合が多い.とくに実際は背斜または向斜であるもの

を地層の傾斜がゆるいものと誤認している場合カミ

相当の経験ある人にも少なく恋い事実を知っている.

両者を判定する鍵はこれもいってしまえば鍵でも何で

もないが構造の存在する時には地層の走向か場所

によって次々に変わりひと廻りすれば36ぴ変わって
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元の角度に狂るのに反し構造のないときには地質平

面図上の円または楕円の上でどこの点をとっても地

層の走向が一定していて変わらないことである.こう

いってしまえば簡単であるカミ実際には低角度で傾斜す

る地層の走向を正確に測る作業はきわめて困難であ

るし同じような山裾の露頭を一々歩いて廻ることは

野外地質家の執念カミなければできることでは狂い.

｢高野山図幅｣においてこの種のものの目玉を探せ

ば

①教良寺を中心にして略完全な楕円がみられる教良寺帯

の珪質片岩が楕円を画く

釜井戸を中心にして岩層のUタｰンするところがある

秩父帯主部の砂岩･チャｰトと輝緑岩･輝緑凝灰岩が細

まかく蛇行し次がらUタｰンする

今井峠を賂中心にし岩層がUタｰンするようであるが

富貴断層が通っているので明瞭ではない秩父帯主部

の輝緑岩･輝緑凝灰岩と砂岩とチャｰトカミ断裂で切れ次

がらUタｰンするらしい

猿谷を中心として岩層が半円を面くらしい秩父帯主部

の輝緑岩･輝緑凝灰岩の厚層が半円を面くらしい

｢高野山図幅｣の断面図A-Cによると①は明らか

に向斜をなしている.同じく断面図D-Fによると

③は背斜をなすもののようである.②④については背�
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斜をなすか向斜をなすかを決定することは妄想に

すぎるが地質平面図から大局を見断面図A-CとD-

Fを熟視して想像を邊しうすることを許されるならば

②も④もオｰバｰタｰンした上にしかも③と同一系

統の榴曲をなすものが断裂のところでのべたように覆

瓦構造をなす衝動によって秩父帯主部の岩層をある

いは反復して現出せしめあるいは現出せしめないで

いるらしい.したがって秩父帯主部の上中下部に

ついて図幅説明書とは別の考え方ができることになる.

まことに榴曲を追うことは地質図に調和をもたらし

おのずからなる統一をもち来たし断層を追えば地質

図を分裂せしめ混乱におとしいれる.私はこのよう

なことから地質構造の基礎をなすものはこの文章の

中でたびたび紹介したように“断層では泣くて橘曲で

あるという"中村の言葉を反甥したいのである.

3)鉱山の位置と岩層

同一種同一型の鉱床の存在はその地方における地層

の示準となり得るか.

戦争中私は仙台鉱山監督局員を兼任し主として山形

･秋田･岩手の銅山の増産運動にたずさわった.当時

は日本の銅鉱床が最も開発探鉱せられた時代であって

およそ史上･口碑に伝えられたもの銅の気のある露頭

のすべての探鉱開発に対し帝国政府は資金と食料と

物質･人間を供給することを借ま衣かったから空前

絶後の銅開発時代といっていい過ぎではなかった.こ

れらの銅鉱山を定期的に巡回しその推移を見て増

産のための援助を調節するのが役目であったからま

たとなき銅鉱研究の幸運に忘れたわけだ.幸に私

はこうなる前に山形図幅を完了していたから一口に

グリンタフといっている中に数多くの堆積岩･火山岩

･火山砕層岩がありそれらの層序が立て得られるも

のなることを知っていた.当時の増産の対象になっ

た銅鉱山は(増産の対象とならぬ銅の小露頭いわゆる

焼け程度の掘ってゆけばすぐなくなる学問上の銅鉱床

はのぞき)必ず第三紀の中新層の基底たるグリンタフ内

のある一定の層準に乗り誤りのないことにかつは驚

きかつは自信をもったものである.例外と思われる

ものも後にフノレ･マップを作ってみて例外でないこ

とを確めた.この層準のものを探鉱するように指導

して有望な鉱床を発見したことも幾度かある.戦後

大阪にきて通産局鉱山部を兼任し管内の近畿･中国

･四国の鉱山調査を担当して地元の各県の援助を得て

前記戦争中の開発ブｰムに乗じて稼行または探鉱した鉱

床のあらゆるものを見て志を立て高見の見物では

いけないと役人を辞し自分で鉱山の経営にあたり

山口県および徳島県で銅山を探鉱した.

経営中は白山はもとより四隣の鉱山の露頭を観察す

ることを怠らなかったがその得たものは次の如くであ

る｡およそ基盤岩層一秩父古生層一アンノウン･メソ

中の銅鉱床でキｰスラガｰ型(裂緯充填鉱床)と称せ

られたものは多くレプレｰスメント(交代鉱床)であ

ることかつそれを胚胎する位置は古生層中のある一

定の層準であることであったのである(ここでは古生層

･長瀞変成岩･領家変成岩の相互関係については触れた

い).したがって私は鉱山の位置は鉱床がかつて

存在した位置を示す尊い示準碑としてとりあつかい

鉱山の位置をもって構造上の示準層の露頭とみて構

造を組み立てて全体との調和が統一があるかないか

を見てみたい.

｢高野山図幅の療用地質から引用すると｢図幅地

域内の長瀞変成岩類･および秩父古生層中には古くか

ら銅鉱山カ欄発され採掘されたカミ何れも小規模であり

第二次大戦後はそのほとんどが閉鎖され現在(昭和

30年)操業中のものはただ1ケ所である｣

｢葛和銅山は古生代･長瀞変成岩･志賀帯の塩基性岩

石中に胚胎する｣

｢細川鉱山･昭和鉱山･掛鉱山の鉱床はいずれも層

状含鍋硫化鉄鉱を鉱体としたもののようでこれらは長

瀞変成岩類の同一層準に連続性をもって胚胎された

とは思われず局部的な小レンズ状の鉱体と考えられ

る.しかしながらこの地域は構造的にきわめて複

雑であり層準の対比がされていないからその点につ

いてはさらに詳細な調査を必要とする｣

まさにその通りで詳細な調査をすれば銅鉱山は必ず

同一層準にくると私はいいたいがそれは無理難題と

いうもので鉱山の坑内地質と坑外地質とを関連させ

るということは少なくとも戦時中程度の鉱山の開発

取明けを進めなければできぬことで鉱害問題のやか

ましい今日そういうことは望めないからである.

｢細川鉱山は秩父古生層･細川帯の緑色変岩中の

層状含銅硫化鉄鉱床｣

｢高野鉱山･神森鉱山･金剛鉱山･黒石鉱山および久

保鉱山は秩父古生層のなかの輝緑凝灰岩中に胚胎さ

れる含鋼硫化鉄鉱床として知られている｣

以上記載された各鉱床を胚胎する岩層の層準は長瀞

変成岩･秩父古生層とその層準が相当違うようである

がこれちはもともと秩父古生層を起原原岩とするも

のであるからあまり気にする必要はないと思う.

鉱山の位買と岩層の層準との直接の学術的関係の有�
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無は明瞭ではないカミ野外地質家･探鉱家･鉱山家の

間においてはあまねく知られているもので現場では

作業仮説として用いられている.こういうものにつ

いて図幅作成者はこの見地にたって構造を見る必要

カミありその作業仮説がその図幅内で通用しないの次

ら通用しないことを断っておくのが親切であろう.

次に高野山図幅の概要を説明書によって紹介しよう.

｢この地域で標式的底秩父帯の古生層の岩相としたもの

はチャｰト･石灰岩および輝緑凝灰岩の発達カミ著し

く悪く粘板岩･砂岩の互層カミ顕著に発達していると

いう点でやや異なる.しかしながら西南目本外帯に

おいてはいわゆる糸川一仏像構造線の南側と北側とで

は岩相上かなり顕著た差異カミ判明しており九州お

よび四国地域では糸川一仏像構造線の北側に輝緑岩

･輝緑凝灰岩および石灰岩の著しい地帯が知られている.

本図幅地域および周辺地域においても十津川流域にお

いて椋槽村から南下すると域戸･立川渡･永谷･天

辻･坂本･猿谷に至る間では岩相の変化がまったく

認められない.しかしながら東隣山上が嶽図幅地域

大塔村殿野西方において石灰岩を含む輝緑岩･輝緑凝

灰岩およびチャｰトのきわめて著しい地層を境に主

として南方にきわめて多くの擾乱帯ないし断層帯を

認めることができる.この南方では砂岩および粘板

岩のきわめて明瞭なる擾乱の小柱い互層になる.擾

乱帯の北の輝緑岩･輝緑凝灰岩･チャｰト･石灰岩の著

しい地方は南隣伯母子嶽図幅地域の北辺にも追跡す

ることができる.これらの事実から先に述べた擾乱

帯を糸川一仏像想造線と認めることができるから

本図幅地域内の御荷鉾構造線以南の岩相は秩父古生層

に属するものと考えられる｣

この図幅の東隣山上ケ嶽図幅地域大塔村殿野西方お

よび南隣伯母子嶽図幅地域にあるという輝緑岩･輝緑

凝灰岩･チャｰト･石灰岩の著しい地帯は追跡するこ

とカミできその南の擾乱帯を糸川一仏像構造線と認め

ることができるという.これは内帯において認めた

青海一場杖ケ嶽帯と同じく古生海の海中の地背斜にあ

たるものらしく外帯においても海中に地背斜の存在

することを示唆するものでその規模性質を調べたな

らぱ外帯における古生層の構造をとぐ鍵となすことが

できるだろう.これから日本の古生界の骨髄を明ら

かにすることになるであろう.

2.和歌山高野山附近におけるいわゆる三波川系･御

荷鉾系･秩父系の相互関係蜘こ三系聞の境界につ

いて

平山の｢高野山｣図幅が書かれた1957年(昭和32年)

には田中元之進の｢和歌山県高野山におけるいわゆる

三波川系･御荷鉾系･秩父系の相互関係ならびに三系聞

の境界について｣が山梨大学学芸部紀要第2号に発表さ

れた.田中論文の書上げはこれより5年前の1952年

(昭和27年)頃であった.｢高野山｣図幅の刊行され

たのは1959年(昭和34年)である.

内帯の秩父古生層が変成されて雲母片岩を生じさ

らに片麻岩と石英片岩と雲母片岩とよりなるいわゆる領

家コンプレックスとなることは伏見図幅をはじめとし

かなり前からいわれていたことである.外帯の三波川

系･御荷鉾系の変成前の原岩が秩父古生層であること

は図幅調査のすすむにっれて追い遣い夢想せられて

いたカミとくに層序地質構造岩石の変成状況変成

度を異にする各種岩石の分布それらの相互関係等に

関する精細な野外調査と岩石顕微鏡的研究を行なう者

がなかった.これを敢て行なった結果新しい事実を

明にしたのが田中元之進である.その成果が発表せら

れるや前から期待されていた調査研究だけに各方面

からその成果カミ迎えられたカミなかにも坪井城太郎久

野久はじめ東大岩石学教室は礼をもって田中を招き

2目にわたってその内容を聴きその成果に謝し研究

ねぎ

ならびに調査に対し摘ろうところカ主あったと聞いてい

る.

その明らかにした新しい事実とは次の通りである.

①この地域の古期岩層の走向は西南目本外帯の一般的のも

のに同じく中央線とほぼ平行するが傾斜は北へ50｡～

70｡で単斜層をなし三波川･御荷鉾･秩父の三系間に

は不整合又はいちじ｡るしい断層はなくその上相互間に

は的確な境界は見出せ次い.従って古期岩層は層序的

には単一の地質系統のものと考えざるを得ないわけであ

って従来のように｢系｣として区別するのは誤りと思

われる.

②岩石の変成度は北酉に向かってすなわち古期岩層の走

向と斜交する方向に漸次に高まる.いいかえれば岩

石の変成度は地層の走向及びこれと直角の方向にも漸

次に変わるのである.故に岩石の変成度によって三系

間の明確泣境界を決定することは出来ないがそのかわ

り岩石の変成度の漸変ということからいわゆる三波川

系ならびに御荷鉾系なるものは秩父系から変成された

ものに外ならないことカ茎推論される.

古期岩層を強いて区分ナるには岩石の変成度による他に

適当な方法添狂い.故に田中は野外に於ける変成度を

異にする各種岩石の分布･変成の難易･変成順序･変成岩

と原岩との関係を調査研究して岩石の変成度による古期

岩層の区分の基準を定めこれによって古期岩層を(1)

結晶片岩を主とする｢三波川式変成相｣(2)おもに千枚�
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岩から成る｢御荷鉾式変成相｣(3)非変成の｢秩父系｣

に区分した.

研究の方法としては

野外調査にもっとも力を注ぎとくに本地域にもっと

も広くかつ一様に分布し岩質の差異が少なく岩石

の変成順序のもっとも規則正しい粘板岩と砂岩とに注

目した.

野外観察結果

(1)古期岩綴の幅

西南目本外帯の古期岩層は東は赤石山脈に始まり

中央線の外側に沿い西南西に延びて渥美･紀伊の両

半島四国を経て九州の西岸に達し中央線より外側

に向かい古いものより順に帯状に配列して榴曲山

脈の特徴を示す.なおその幅については概して酉に

広く東に漸減するカミ各系個々の幅の局部的変化は

相隣るものカミ補正し合って古期岩層全体の幅には著

タ

館2図

十

西南貝本'･雄ける古期岩層｡分布図

(圧1中元之進原図)

○

膏

熔刃ヨ

キ

㎜皿㎜鰯菱

05010(〕150k｡秩父系御荷鉾系三波川系

しい変化がない.

すなわち古期岩層の全幅は高野山の東と面とでも

大差がない.

(2)珪岩及びチャｰト.

本城に分布するおもた岩石は頁岩･粘板岩･砂岩･

珪岩･チャｰト･緑色岩およびそれらの変成岩であるが

後の4者は一般に薄層かレンズ状のものが多い.し

かし珪岩およびチャｰトは互に接近して2･3層が並

列する場合カミ多くその中のある層カミ尖滅しても他の

層が連続し全部が尖滅し尽す場合カミ少ない.また全

部カミ尖減してもこれと同層位の延長上に新層が現わ

れる場合カミ多いから2･3層を一括すれば連続性あ

る岩層を考え得る.またその岩質に特徴がありま

たきわめて変成を受けがたくかつ変成してもその片

理面と地層面とは完全に一致するから指導層の役割を

果たす.緑色岩および砂岩は前者より連続性は劣る

が局部的指導層の意義を持っている.

(3)断綴及び不整合は見られない変成と綴序

とは無関係

これらの岩石からなる地層は大部分北へ傾斜する単

斜層をなすが高野山町の西方14km附近より酉では

北または南へ傾斜するようになる.しかしその傾斜の

変る附近には著しい断層は認められ恋い.岩石の変

成度は北に向かい漸次高まりまた著しい断層不整合

カミ認められず層序的にもまた岩石の変成度からも

各系間の的確な境界は決定できない.しかし三系間の

大体の境界線は地層の走向と斜交するから地層の走

向およびこれと直角の方向において岩石の変成順序

および岩石の変成度は層序および地質構造とは全く

十

｡

〃

和歌山'

oσ

今

奮

菱･､

鵬

��〳に�

pn'皿皿回御荷鉾系

S脇三波川系

ノｰ走向及傾斜

第3図

紀伊半島山地西半部に於ける

古期岩層分布図(関中元之進

原図)�
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無関係であることがわかる.

長峯山脈の新田辻以西は従来はいわゆる御荷鉾系と

しているカミ束の秩父系から連続する珪岩層はほとん

ど変成されずにその酉のいわゆる御荷鉾系に連互し

て両系は全く同層位のものであることを証すると

ともに従来の区分は層序および変成度を無視しお

もに粘板岩ならびに緑色岩およびその変成岩によって

区分したに過ぎぬことを物語るものである.

またこの記載中にほ緑色岩類として暗緑色輝緑岩･

輝緑凝灰岩･緑色凝灰岩などを挙げてあるのは今日の

古生層の緑色岩という流行語がこの時代にもう始まっ

ていたのだろうか.

以上は野外観察結果の概要であるがこれを地質図に

表わしたものカミ図版xの｢高野山附近地質図｣および

図版Iの(第1図高野山北東地域丹生川中流における断

面)(第2図高野山の北北酉地域両地における断面図)

論文第3図｢高野山近傍および真西方地域地質｣であっ

て地質図には1条の断層も引いてないのが目立つ.

これに対し平山健の｢高野山図幅｣と説明書の第

1図｢地質構造図｣をみると断層を数えきれぬほど多

く引いてある.田中はフィルドで見られない断層は

一切書かない方針であったし平山もまた野外で観察さ

れた断層面は少ないと書いている.高野山図幅と田中

論文は随分違ってみえるが平山は田中にそれを説明し

ている.平山は先輩に対し十分礼をつくした上で自

分の説を発表している.平山の説明書をよく読むと

地質図でみるほど囲中と違ってはいない.今の地質

家はじぶんに都合の悪いものは免牽のものでも敬遠し

黙殺しているのとわけがちがう.しかし高野山図幅

ならびに説明書に田中論文のことは全くふれていない､

それは図幅説明書をしらべてみると巻末の英文説明の

ところに(Writtenin1957)とあるから図幅カミでき

上り公刊されたのは!959年だが書き上ったのは1957年

で田中がこの論文を発表した年であるから平山は田中

論文を見ていないことになるからである.

田中はすでに大正12年(1923)故中村新太郎教授指

導のもとに島野山の北側および北酉側なる紀見峠･

粉河町･高野山･湯浅町を巡検し古期岩層のいわゆる

三系聞には判然たる境界はなく地層は主として北へ

急斜し岩石の変成度が漸移的に変わることを認めた.

田中を指導した中村は明治37年の学生時代から秩父地

しようみね

方の埼玉県寄居から荒川を歩き城峰山に上って三

波川系･御荷鉾系･秩父古生層を細かく見ている.明

スフユ∫イド

治39年の卒業論文は南アルプスの北端赤石襖状地で

それまで片麻岩として扱われたものを深成岩に根元を

有する花購片麻岩(すなわち剣状花購岩)および花陶

岩とこれらに先だって存在した水成岩類の後変質し

て生じた片麻岩類すなわち准片麻岩の2つに区別した.

中村はいたずらに先人のあとを追わずっねに精しく

正しくフィノレド･エビデンスを把握し独自の成果をあ

げた.また明治40年山口県柳井津半島の根元におい

て片麻岩とその北方の古生層との関係を調査し片

務霧

I菱｡､;I1笏･

.峯､.
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萎肝;
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脇
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第4図

高野山近傍及其西方地域地質

図(田中元之進原図)�
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歳砦系を構成ナる岩石を'その根元から水成･火成お

よび水火両様の岩石に仰ぐものの3つに分けている.

水成根元のものを准片麻岩類(珪質片麻岩および泥質片

麻岩)火成根元のものを正片麻岩(花膚岩および剣状

花騎岩)水火両様根元のものを変片麻岩としている.

岩国から玖珂以北の古生層を秩父系下部としたことは

従来秩父系下部として分かたれた輝岩および千枚岩の岩

層の下に古生層が整合に存在することを知ったからで

ある.地質構造については准片麻岩の片理カミその

根元の水成岩の片理と一致することを明らかにした.

中村はすでに50年前に田中の研究を予見していたかの

ようにみえる.中村は田中の野外での指導をしたが

岩石教室の指導者は小川琢治であった.

小川は南紀田辺藩の儒者の家に生まれ少年時代は紀

の川の那賀郡の村里を転々としていた.中央構造線

とはこの時分から縁があったわけである.田中の故郷

もこの川のほとりである那賀郡粉

河町竜門であるときいている.

小川の傑作は｢日本離島地質構

造論｣でその中でも余人の及ば

狂いところは中央構造線の行方

でこれがため小川は学生時代か

ら秩父地方において阿武隈山脈

の南端において結晶片岩に興味

をもちG･Sに入ってからま

づ高知図幅(1902年)と中部目

本断面図をはじめと･し鳥羽図幅

(1904年)荏とを作って資料を

集め構想を練っている.メデア

ンラインについて同郷の後輩で

ありもっとも愛した弟子がそ

の示唆にとむ語をきかぬというこ

とはない.

こういうめぐまれた環境カミ高

野山の調査研究へ田中を導いた

のであろう.

こうして田中は1923年の大正12

年一年次生の夏休みに初めて

第5図
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高野山のフィノレドに入ってからまた1927年の昭和2

年に静岡師範学校に奉職してからは夏休みなどには

おもに生家と高野山の懇意なお寺を宿舎として調査を

つづけていった.これが高野山調査の主体を放すも

のである.その範囲をくらべてみると平山の｢高野

山図幅の一部分でこの部分で二人は丁場を同じうした

わけである.田中はこれを1952年の昭和27年にまとめ

翌28年頃学位論文として京都大学に呈出し昭和29年

10月25目に学位を授与された.この間30年の歳月を賞

している.

田中論文と平山図幅との結果の相違については私に

も意見があるがここにはいうことを控えておく.田

中が平山から説明をうけたといいまた平山の地質図カミ

まじめなものであるといえるからである.田中が明

治生まれらしい頑固一徹な男という者があるカミ私は

学問については……寛仁大度枝先輩であることを知

った.

田中論文と平山図幅との大き狂差異は現実にこの場

合に地質平面図上で田中の如く断層を全く伴わない

か平山の如く断層を引くのがよいかの問題となるが

このことは断層をめぐる地質を精査して決定するより

外はない.

｢しかしこの地域では長峯山脈の新田辻以西は従

来はいわゆる御荷鉾系としているが東の秩父系から連

続する珪岩層はほとんど変成されずにその酉のいわ

ゆる御荷鉾系に連互しで甫系は全く同層位であること

を証する一･･｣とある個処を場所まで示してあるのだ

から1カ処でよいから珪岩の上を歩いてその連互

するや否やを確めてみることでその真否は明白とた

る.平山は一度歩くべきであろう.

断層の有無の問題は野外地質が客観的観察によるも

のである以上実際の踏査あるいは試錐によってきめ

るより外はない.それは今の私にとっては不可能事

というべきである.それで前章に紹介した中村新太郎

の摺曲と断層についてを再録して読者の判断に任せよう.

｢地質構造線としてあまり多く断層について述べ

たのであるがこれは断層の裸出は地質構造探究上

第一に認められ得るものであるためである.その看破

に多大の困難があることを高潮はしたカミ集は断層の

裸出ほいわば初等の研究問題であって地質構造の本

質は榴曲にありとは筆者最近の信念である｣

｢摺曲軸を地図上に示せばこれ一つの構造線である.

しかるに日本の古生層地においてこれを認めることは

稀であり｣

｢古生層における衝動カミそれカミ単なる地殻の上下運動

でなく同本の骨髄を造っている摺出作用の刺しさから

生起したものであるから日本の地質構造上最大の意

義を持つ.西南日本(内帯)における衝動面を追跡する

ことは日本生成の構造を明にする一鍵鏑である｣
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3.高野山押出しと南海道地震

高野山よりの最後に江原真伍の｢太平

洋論｣の登場を願うことになった.表題

の文章は｢太平洋論｣の最後の論文で昭

和38年に地学研究!4巻4号に発表された

ものである.東北の田舎芝居に九郎判

官義経公カミ登場するようであるカミ私にも

この論文を素通できぬものカミある.

｢太平洋論｣は江原が半旗の心血を漉い

だもので内容において瀞大な論文で

昭和の初め地球物理学の寺岡寅彦･今村明

恒･藤原咲平など鐸々たる現役の博士た

ちの協力を得て地質学の過去の知識と

物理学の現在の知識とが江原の手によっ

て結合し西南日本の地質構造論が大き

な発展をとげたのをまとめたもので昭

穐18年に｢四国の太平洋目本海運動と

その太平洋水準面および大東亜海に及ぼす

影響について｣を第一声として地学雑誌

第7図高野山押出し地質構造図(江原真価原図)�
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に発表した.これから戦争のため中絶していたが昭

和29年から地質学雑誌に次の地域の論文を発表した･

千島･北海道･四国･紀伊･本州中部･伊豆･小笠原･

南洋離島･全太平洋･南支那･琉球･西南日本･羽越地

方･奥羽山脈･山城･大和･高野山だと.太平洋を環

ぐる国々の地質構造を解明して最後にこの論文にな

るのである.

｢太平洋論｣は有名な割に流行しかなった･そ

れは世界のどの国においてもであった.最後に江原

はせめてこの国の次代をつぐ若者のためと若者の材

ゆか

料を用いて｢太平洋論｣を日本語でとき繰りの地で

講演もしたカミ｢日本の地質学界は太平洋論に対する

興味も何も欠けている｣といい放さざるを得なくなり

｢尽すありて怨みなし｣の楠公精神を漢詩に托したりし

た.彼の最後は私には淋しいものに思われる.若

き目に東京では川北浜川の禅機を小田心覚より享け

て生死の大事を悟り京都では長男を介して妙心

寺の大群老師の帰依を逆縁なカミら俗人の身でうけたと

いう彼であったが

戦後の日本地質界は徒党が横行し徒党にあらざれば

人に非ずで江原のようにまっすぐにいちずに老いた

学者にはまことに味気荏い世の中であった.｢太平

洋論｣カミ流行し衣かったのはこのよう放巨視統合の世

界は最早やシュｰス以後世界的た流行の圏外にあり

わが国においても流行したのはナウンから小川の時代

までで地質は大きな論議より細かな問題に移りし

かも経済的の裏付のあるものに移っていった.こんな

ことから古生層などの基盤地質の論議から次第に第三

紀･第四紀の研究牟盛んとなっていった､江原の地質

と物理との連結は小川琢治が京大に造ろうと一して失

敗した地質と物理化学との結合とは全くちがって現役

の専門家同志が知識を投出し合ったものであった｡物

理･化学の専門家を急に地質家に変身させるのでぽな

かった.しかし地質学者や若い人たちにそれを冷静

にあるがままに理解する空気がなかった.徒党を組ん

で論議し年長者を押しのけようとする学会であった.

かかる混乱の時代には真理もかげろうのはしかたの校

いことである.

しかしこの頃はやや落付いてきたとみえ私の若い友

人の申にも｢太平洋論｣に興瞭をもち学会たどで

｢太平洋論｣の証跡がフィノレドの露頭にあることを話

して恥じ｡ないようになってきている.

｢太平洋論は天馬空をいくが如く面白いカミたと

えば西遊記のごとくあれは空想の世界であって科学

の世界ではない｣という者があるがこれは地質に入門

したばかりのもののいうことであって地質の室に上

った者のいうことではない.熟練者はまず江原が用い

る太平洋の鍵を発見しこれを借用して有用資源を発見

する.たとえば石田義雄は戦前戦後を通じて名実と

もに石油地質の最高の位置に上った人であるカミ江原

のフォッサマグナ地帯の断層と背斜軸の関係からヒン

トを得て直江津東方の油田を発見したといっていた.

秋田県由利油田調査の際背斜軸面の傾きと背斜軸

の走向の造る曲線との間に関係のあることを気付いた

が復すでに江原が｢太平洋論｣中に鑑としてこれを

使ってあるのを知ったこともある.

江原はもちろんウィノレスの説を踏襲し演釈して｢太

平洋論を組みたてたが一っ一つの地方の地質構造を

解明するに当って使った鍵は彼自身カミ多年目本の山川

を周遊し野外の地質調査をして自得した貴重荷もの

である･たとえば地層の走向カミ地質平面図上に画く

弧の型により働いた力の方向を知ることたどがそれで

ある.太平洋論について書げば際限が狂いから何れ

別の機会に筆硯を新たにしてお目見得するつもりであ

る.この文章に関係のあるのは｢高野押出し(Ko･

yasanout-thrusting)｣である.

｢四国から紀州に連続している結晶片岩は大和五条

附近で和泉砂岩層とともにその跡を絶ち前者はわ

ずかに模状の薄層となって中央構造線に沿い数カ処

に点在するに過ぎない.しかし先に結晶片岩の南を

占めた御荷鉾層は高野山附近で北に押出し鷲家附近

で領家変成岩に直接するに至り結晶片岩の位置は御

荷鉾層によって置き換えられるのである.

かくのごときは南方から来る側圧カミ抵抗の弱い結

晶片岩と和泉砂岩を御荷鉾層と領家帯との間に搾出

(SqueeZeOut)したものである.而して南方よりくる

側圧は東するにしたカミって.強度を増し吉野の山上ケ

岳附近においては目高層の一部カミ北側の古生層に

押し込み(天ノ川押込み)古生層を突破して御荷鉾に

達せんとしている.また梢木においては同じく古生

層に目高層の押込みが行なわれ山上ケ岳と大台ケ原

の間にある伯母峯峠に達している(伯母峯押込み).

この天ノ川伯母峯の両押込みは古生層を北に押出す

ために大なる助けをなしたもので御荷鉾層はこれによ

りて中央構造線とともに領家変成体を強圧した事

明らかである.…………中略一･……･｣

｢結晶片岩のもっともよく発達する四国においては

その幅30軒に達し東するにしたがってこれを減じ紀�
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州においては高野山押出しによって全くその跡を絶つ

に至る･紀伊半島は高野山附近の搾出(Squee･e

Out)によって結晶片岩を押し退けそれだけ自己を北

進せしめ御荷鉾層を領家変成帯に直接せしめてい

る.この事実は半島に随伴する南海海溝の北方移動

によってもよく了解することカミできるのである.

搾出(SqueeZeOut)現象のもっとも激しい中心は高

見山三峯山附近であるらしい.

これは中央構造線以南の外帯のことであるが中央

うかが

構造線以北の内帯において同じ現象を窺うことができ

る･すなわち古生海の地背斜であった現在の向斜(舟

底構造)が鈴鹿山脈にそって南下し鈴鹿峠あたりで

領家コンブレッズに変成するがその特徴ある地質構造

(衝動を伴う向斜)をなお残していてこれは大和平原

まつの

の西裾より奈良平原をトラバｰスして松尾山･生駒

山頂に連互する.これを大観すればU型と見得べく

Uの下部のタｰンするところは近江一伊賀断層によっ

て切断されているカミこれは高見山･三峰山附近にあ

たるべく江原の高野山押出しに同じ地域を界にして

対応している.また江原の中生層の古生層への押込み

天ノ川押込み伯母ケ嶽押込みにあたるものを中央構

造線の北側に求めるならば柳生花筒岩･大和高原の花

闇岩のドｰムカミそれであろう.

中央構造線の北側の岩層の押出しを江原に追随して

いうならば“日本海運動"によるものといえよう.

要するに榴曲軸は南の地域では北に向かって傾い

ている･また高野山附近に下方衝動がありとすれば

平山田申の地質図によって夢想すれば60～80度の

北傾斜らしい.

4.中央構造線の南と北における地質の相違

今までに学んできた地質を中央構造線の界にして

その北と南についてまとめよう.

1)摺曲について

北方の櫓曲は概して正常であって櫓曲を起こした

原動力としては堆積した岩層の起上能力をもって十

分説明がつくものでことさら他の外力を考える必要は

ない.

これに反して中央構造線の南方の榴曲はことごと

く北より南へ転倒(0Vert早m)している.その面を単

なる地層面とするか断層とするかあるいは衝上とする

か衝下とするかは平山のいう如く実際にはそのフ

ィノレド･エビデシスも少放くその判定も難かしいであ

ろう.しかし自然現象は人間カミ考えるほど複雑な

もので恋く案外簡単なもので田中のいうように局

部をとれば単斜層の層面であるのがほんとうかも知れ

ない.

2)大地背斜の存在

中央構造線北方の古生層よりする古生海の中には地

背斜の存在が珊瑚･石炭･珪化木･グリｰン･ロック

の存在によって局部的に知られていたがこれカミ根尾

谷を中心とする野外調査の結果を演釈することによっ

て北は日本海青海から南は鈴鹿山脈の南端錫杖ケ獄

に至るまで300粁にわたって知られなお変成岩の中

をも地質構造をたよりに迫るならば鈴鹿山脈にそっ

て延長してきた地背斜は中央構造線に接した三峯山一

高見山附近でUタｰンし大和高原の酉裾にそって北

まつの

上し奈良近傍で奈良平原をトラバｰスして松尾山

に出生駒山頂に達する.これから大阪平原をゆる

い弧型を画いて六甲山塊にあらわれ南西行して淡

路島に至るものと夢想している.

この長大な地背斜起元の向斜はその規模において

中央構造線に対応するものなるべしと今は想像を邊し

ゅうしている･これカミ真相の把握はじゅうらい闇黒

の彼方にあった日本の古生層の層準において古生界の

地理において光を与える重要なことであると思う.

このようなものカミ中央構造線の南の古生層の中に存

在するや否やは高野吉野図幅のみの知識では何とも

いえない.高野図幅内では根尾地質図のG層に匹

敵するような長大な地背斜起原向斜は見当らない.

E層に相当する石灰岩カミ連珠状に断続するのみである.

つまり小規模なものがあるにすぎない.これとても古

生海の小区域の堆積環境を震わすものであるから見

捨てずに根気よくしらべて未来を解明する鍵とすべき

である.また｢九州および四国地域ではいわゆる糸川

一仏像構造線の北側に輝緑岩･輝緑凝灰岩および石灰岩

の著しい地帯が知られている.本図幅の東隣山上ケ

嶽図幅地域に石灰岩を含む輝緑岩･輝緑凝灰岩および

チャｰトのきわめて著しい地層がある.これは南隣伯

母ケ嶽図幅地域の北辺にも追跡することカミできる｣と

あるのは北の大地背斜に比すべきもので層序をきめ

る鍵となしうるものではないか.日本の古生層の骨髄

はこれらの鍵によって開かれるであろう.

3)古生煽中に稼行鉱山の有無

中央構造線の北方においてはほとんど鉱床は放く

稼行鉱山に至っては皆無に近い.

南方においては古生層および古生層起原変成岩中の

含銅硫化鉄鉱床カミ多くて戦時中稼行されたものだけで

も10山を下らない.�
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4)造岩鉱物よりみた変成岩の相違

中央構造線の北方の変成岩は低圧･高温の変成を受

けたものであるが南方の変成岩はこれに反し高圧･

低温の変成を受けたものなることが顕微鏡での研究に

よって明らかになっている.

5.メデアン･ラインについて

以上中央構造線の南北(内外)両区域を

(1)櫓曲についていえば北においては櫓曲軸は直立するが

南においては一ヒに向かって傾斜している

(2)大地背斜の存在については北においては存在するが

その中央構造線に近い方は変成しているカミその特異放

構造(山頂にある舟底型構造)から嘗て存在したことが

予想せられる南においても大地背斜が存在するら

しいがその真相は今後の総合的研究をまた荏ければ

怒らない

(3)古生層中に稼行鉱山は南の区域にだけある

(4)造岩鉱物よりみたる変成岩については北のものは低圧高

温のもとに変成をうげたのに対し南のものは低温鳥

圧のもとに変成をうけている

以上のことを頭においてメデアン･ラインを論じて

みよう.

工)メデアン･ラインの南北を造っている岩層は秩

父古生層と古生層起原の変成岩であって大きくみて

大なる相違なくその北(内帯)には300km以上に達

するような古生海中の地背斜があったしその南(外

帯)にも糸川一仏像構造にそって同じようた古生海の

地背斜があったものと想像せられる.恐らくはメデ

アン･ラインの南北(内外)の2大地背斜の中間は構

成岩石から見て古生界の地向斜になるわけでメデア

ン･ラインの位置はその向斜軸に当っている.しか

し現在の姿勢は堆積物の起上により地背斜は向斜に

地向斜は背斜に変わっている.この背斜の軸心にそ

ってできた裂醇の成長したものカミメテアン･ラインで

ある.これは江原の提唱するとおり北よりする日本

海運動(上下衝動)と南よりする太平洋運動(下方衝動)

のために現在の姿になったものであろう.

すなわちメデアン･ラインは古生層起原岩層の背斜

にできた軸面断層でありそれは後に願倒して南に向か

って倒れていることが夢想できる.これは嘗て田中

カ拓井の言葉として漏してくれたもので私はこのよ

うな野外地質家の山野を歩きつつおのずからできた

作業仮説をこよなく信奉する.

(筆者は元所員現大同ボｰリングKK)
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